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１　策定の経緯
【市民参加状況】

実施日 会議名称等 内　　　　　容

令和４年
７月12日～11月29日

市長と語る
車座ミーティング

◦市民の意見等を市政に反映させるため意見
交換を実施

　 【地区数及び参加者数】
　　⃝ 100地区
　　⃝ 411人　

令和５年
２月24日～３月17日 市民意識調査

◦対象者数：16歳以上の市民2,000人を無作
為抽出

◦回答数：718件(35.9％）

６月21日、28日 かみのやま☆
未来市民会議

◦基本構想の将来都市像に市民の意見を反映
させるためワークショップを実施

◦参加者数65人

６月27日～７月５日 団体等ヒアリング

◦基本計画の施策内容等について意見交換を
実施

 　【団体および参加者数】
　　⃝青少年・文化団体　　　　  　12人
　　⃝商工業団体　　　　　　　　　６人
　　⃝スポーツ団体　　　　　　　　６人
　　⃝医療・福祉団体　　　　　　　９人
　　⃝観光・宿泊業団体　　　　　　３人
　　⃝子育て団体　　　　　　　　　８人
　　⃝農林業団体　　　　　　　　　６人

令和６年
１月26日～２月９日 パブリックコメント ◦市報及び市ホームページで、計画(案)に対

するパブリックコメントを募集
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【振興審議会・庁内策定組織（策定委員会・策定委員会幹事会）】

実施日 会議名称等 内　　　　　容

令和４年
10月５日 第１回　策定委員会

•第８次上山市振興計画の策定方針及びスケ
ジュールについて

•幹事の選出について

12月16日 第１回　策定委員会幹事会
•組織体制について
•第８次上山市振興計画の策定について
•第７次上山市振興計画の振り返り

令和５年
１月26日

第２回　策定委員会
　　　（書面開催） •市民意識調査について

４月19日 第２回　策定委員会幹事会
•組織体制について
•市民意識調査結果について
•第７次上山市振興計画の振り返りについて
•事務事業分析ヒアリングの実施について

５月17日 第３回　策定委員会
•第１回上山市振興審議会の内容について
•市民意識調査結果について
•第７次上山市振興計画の振り返りについて

５月19日 第３回　策定委員会幹事会
•基本構想・基本計画の骨子(案)について
•市民ワークショップについて
•団体ヒアリングについて

６月１日 第１回　上山市振興審議会
•辞令交付、会長互選、諮問
•第８次上山市振興計画策定方針及び今後の日程
について

７月26日 第４回　策定委員会幹事会

•かみのやま☆未来市民会議の実施結果について
•団体ヒアリングの実施結果について
•基本構想骨子(案)について
•総論・基本構想(案)について
•施策の大綱について

８月８日 第４回　策定委員会

•かみのやま☆未来市民会議の実施結果について
•団体ヒアリングの実施結果について
•基本構想骨子(案)について
•総論・基本構想(案)について
•施策の大綱(案)について

８月23日 第２回　上山市振興審議会

•第７次上山市振興計画の振り返りについて
•第８次上山市振興計画に係る市民意識調査結果
について

•かみのやま☆未来市民会議の実施結果について
•団体ヒアリングの実施結果について
•基本構想骨子(案)について
•総論・基本構想(案)について
•施策の大綱　体系(案)について

８月30日 第５回　策定委員会幹事会 •基本構想(案)について

９月14日 第６回　策定委員会幹事会
•施策の大綱(案)について
•リーディングプロジェクトについて
•基本計画(案)の作成について

９月19日 第５回　策定委員会 •総論・基本構想(案)について
•基本計画(案)について

９月26日 第３回　上山市振興審議会 •総論・基本構想(案)について

10月３日 第７回　策定委員会幹事会 •総論・基本構想(案)について
•施策の大綱(案)について

10月10日 第６回　策定委員会 •総論・基本構想(案)について
•施策の大綱(案)について
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実施日 会議名称等 内　　　　　容

10月24日 第４回　上山市振興審議会 •総論・基本構想(案)について

10月31日 第８回　策定委員会幹事会 •基本計画(案)について

11月７日 第７回　策定委員会 •施策の大綱(案)について
•基本計画(案)について

12月１日 第９回　策定委員会幹事会 •基本計画(案)について

12月11日 第８回　策定委員会 •基本構想(案)について
•基本計画(案)について

12月21日 第５回　上山市振興審議会 •総論・基本構想(案)について
•基本計画(案)について

12月25日 第６回　上山市振興審議会 •基本計画(案)について

12月27日 第10回　策定委員会幹事会 •基本計画(案)について
令和６年
１月12日 第９回　策定委員会 •基本構想(案)について

•基本計画(案)について

１月23日 第７回　上山市振興審議会 •基本構想(案)について
•基本計画(案)について

２月15日 第８回　上山市振興審議会 •パブリックコメントの結果について

２月15日 第８次上山市振興計画答申式 •第８次上山市振興計画の答申
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２　上山市振興審議会委員名簿
区　分 氏　名 職　　　　名 備　　考

会　　長 柳　井　雅　也 東北学院大学地域総合学部教授 ５号委員

会長代理 下　平　裕　之 山形大学人文社会科学部教授 　〃

委　　員 尾　形　みち子 上山市議会議員 １号委員

川　崎　朋　巳 　　　〃 　〃

木　村　佳代子 上山市教育委員会教育委員 ２号委員

花　谷　和　男 上山市農業委員会会長 ３号委員
（第１回審議会まで）

原　田　広　幸 上山市農業委員会会長職務代理者 ３号委員
（第２回審議会から）

安　藤　常　浩 一般社団法人上山市医師会理事 ４号委員

五十嵐　伸一郎 一般社団法人上山市観光物産協会代表理事 　〃

猪　狩　良　佳 上山市介護保険事業運営協議会委員 　〃

榎　本　令　子 上山市PTA連合協議会母親委員会代表 　〃

小　川　久　義 上山市スポ―ツ協会会長 　〃

菅　野　髙　志 上山市商工会会長 　〃

小　松　亮　太 公益社団法人上山青年会議所理事長 　〃
（第６回審議会まで）

齋　野　太　吾 公益社団法人上山青年会議所理事長 　〃
（第７回審議会から）

堺　　　美奈子 上山市温泉クアオルト協議会委員 　〃

永　田　孝　子 国際ソロプチミストかみのやま理事 　〃

堀　川　博　美 上山市地区会長会会長 　〃

山　川　和　寿 上山市保育園保護者会連絡協議会会長 　〃

山　川　庸　久 上山市文化団体協議会会長 　〃

遠　藤　寛　明 山形県議会議員 ５号委員

鈴　木　明　美 東和薬品株式会社山形工場品質保証部品質
保証第二課長 　〃

　　　　　１号委員：市議会の議員　　　　　２号委員：市教育委員会の委員
　　　　　３号委員：市農業委員会の委員　　４号委員：市内の公共的団体等の役員及び職員
　　　　　５号委員：学識経験を有する者
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３　第８次上山市振興計画策定委員会名簿
区　分 氏　　名 役　職　名 備　　考
委　員　長 山　本　幸　靖 副市長 第２回委員会まで

委　員　長 鈴　木　英　夫 副市長 第４回委員会から

副委員長 横　戸　　　隆 教育長

委　　員 尾　形　俊　幸 庶務課長併選挙管理委員会事務局長

委　　員 冨　士　英　樹 市政戦略課長

委　　員 鈴　木　英　夫 財政課長 第３回委員会まで

委　　員 鈴　木　直　美 財政課長 第４回委員会から

委　　員 前　田　豊　孝 税務課長 第２回委員会まで

委　　員 土　屋　光　博 税務課長 第３回委員会から

委　　員 佐　藤　　　毅 市民生活課長

委　　員 鈴　木　直　美 健康推進課長 第３回委員会まで

委　　員 漆　山　　　徹 健康推進課長 第４回委員会から

委　　員 鏡　　　裕　一 福祉課長兼福祉事務所長

委　　員 大　澤　泰　雄 子ども子育て課長兼福祉事務所長

委　　員 木　村　昌　光 商工課長

委　　員 安　田　紀　之 観光・ブランド推進課長 第２回委員会まで

委　　員 佐々木　　　慶 観光・ブランド推進課長 第３回委員会から

委　　員 漆　山　　　徹 農林夢づくり課長併農業委員会事務局長 第３回委員会まで

委　　員 伊　藤　智　彦 農林夢づくり課長併農業委員会事務局長 第４回委員会から

委　　員 横　戸　利　平 建設課長

委　　員 武　田　　　浩 会計課長

委　　員 須　貝　信　亮 上下水道課長

委　　員 黒　田　彰　久 消防長

委　　員 金　沢　直　之 議会事務局長

委　　員 鈴　木　淳　子 監査委員事務局長

委　　員 土　屋　光　博 管理課長 第２回委員会まで

委　　員 高　橋　秀　典 管理課長 第３回委員会から

委　　員 塚　原　洋　樹 学校教育課長 第２回委員会まで

委　　員 西　田　　　浩 学校教育課長 第３回委員会から

委　　員 高　橋　秀　典 生涯学習課長 第２回委員会まで

委　　員 舟　越　信　弘 生涯学習課長 第３回委員会から

委　　員 舟　越　信　弘 スポーツ振興課長 第２回委員会まで
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４　第８次上山市振興計画策定委員会幹事会名簿
区　分 氏　　名 役　　　職　　　名 備　　考
幹　事　長 冨　士　英　樹 市政戦略課長

幹事長代理 猪　倉　　　司 市政戦略課　副主幹

幹　　　事 佐々木　和　彦 庶務課　主幹

高　橋　睦　美 庶務課　副主幹

佐々木　　　慶 市政戦略課　副主幹 第１回幹事会まで

長　澤　和　則 市政戦略課　副主幹 第２回幹事会から

奥　山　夏　樹 財政課　副主幹

菅　原　明　人 税務課　副主幹

五十嵐　とよ子 市民生活課　副主幹 第１回幹事会まで

横　山　克　廣 市民生活課　副主幹 第２回幹事会から

飯　野　　　洋 市民生活課　副主幹

青　山　　　真　健康推進課　副主幹

土　谷　晃　司 福祉課　副主幹

齋　藤　琢　也 子ども子育て課　副主幹

尾　形　洋　介 商工課　副主幹

佐　藤　和　明 商工課　副主幹

石　山　英　司 観光・ブランド推進課　副主幹

山　科　和　生 観光・ブランド推進課　副主幹

佐　野　千　鈴 農林夢づくり課　副主幹

武　田　秀　人 建設課　副主幹

鑓　水　潤　一 建設課　副主幹 第３回幹事会まで

鏡　　　直　紀 建設課　副主幹 第４回幹事会から

大　沼　和　之 会計課　副主幹

須　田　新　吾 上下水道課　副主幹

高　橋　　　孝 上下水道課　副主幹

佐　藤　頼　昌 消防本部　主幹

鈴　木　淳　一 議会事務局　副主幹

小　林　　　嵩 監査委員事務局　主査 第１回幹事会まで

阿　部　浩　幸 監査委員事務局　主任 第２回幹事会から

柏　倉　昌　範 農業委員会事務局　副主幹

大　澤　恭　子 管理課　副主幹

冨　士　章　子 学校教育課　副主幹

153

第
１
部

総
論

第
２
部

基
本
構
想

第
３
部

基
本
計
画

第
１
章

笑
顔

第
２
章

元
気

第
３
章

挑
戦

第
４
章

持
続

第
５
章

快
適

第
６
章

計
画
の
推
進

資
料
編



区　分 氏　　名 役　　　職　　　名 役　　　職　　　名
幹　　　事 遠　藤　友　敬 生涯学習課　副主幹 第１回幹事会まで

齋　藤　　　誠 生涯学習課　副主幹 第２回幹事会から

金　塚　洋　輔 スポーツ振興課　主査 第１回幹事会まで

鈴　木　雅　巳 生涯学習課　副主幹 第２回幹事会から

事　務　局 渡　邉　高　範 市政戦略課　主査

渡　辺　雄　大 市政戦略課　主任

土　屋　和　音 市政戦略課　主任

古　瀬　康　成 市政戦略課　主事

154

資料編

第
１
部

総
論

第
２
部

基
本
構
想

第
３
部

基
本
計
画

第
１
章

笑
顔

第
２
章

元
気

第
３
章

挑
戦

第
４
章

持
続

第
５
章

快
適

第
６
章

計
画
の
推
進

資
料
編



答　申

諮　問

振興計画に対する
意見・提案

市政に対する
意見・提案

基本計画に対する
意見・提案

施策・事業に対する意見

市民・事業者 市 役 所

振興審議会

策定委員会幹事会
かみのやま☆未来市民会議

パブリックコメント

市長と語る車座ミーティング

団体等ヒアリング

市　　長

策定委員会

市
政
戦
略
課

各　　課市民アンケート調査

基本構想案・基本計画案の
提示

基本構想案・基本計画案の
提示

基本計画素案の
作成

調整

将来都市像案の調整

５　庁内策定体制
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◆調査の概要
　⑴　調 査 方 法：住民基本台帳を基に16歳以上の市民から無作為に抽出
　⑵　サンプル数：2,000票
　⑶　有効回収数：718票
　⑷　回　収　率：35.9%
　⑸　調 査 期 間：令和5（2023）年2月24日～3月17日

◆調査結果抜粋
　⑴　定住意向に関する経年比較

◎今後とも上山市に住み続けたいと思いますか。

◎住み続けたい理由

◎移り住みたい理由
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６　市民意識調査（抜粋）
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医療サービスの受けやすさは

ゴミやし尿処理状況は

近くの川のきれいさは

工事や車などの振動や騒音等は

通学の安全性は

災害についての安全性は

道路の整備状況（歩道・幅員等）は

通勤通学の便利さは

公共交通機関（鉄道・バス等）の利便性は

日常の買物をするときの便利さは

公園や子どもの遊び場等の整備状況は

近所の人と気軽に会合できる適当な場所は

周辺の自然環境は

伝統的な文化や芸能がよく残されているか

近所とのつきあいは

隣接する土地や建物の環境は

総合すると身の回りの環境は
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⑵ 生活環境に関する満足度

問７ 次の項目について、日頃どのように感じていますか。
該当する数字を１つ○で囲んでください。

※満足を2、やや満足を1、どちらでもないを0、
やや不満を-1、不満を-2に数値換算して集計。
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23.1%

22.0%

33.6%

28.6%

23.8%

13.8%

17.8%

2.1%

5.8%

1.1%

学校や家庭以外に、子どもの教育の場をつくる活動

近隣の人々との日常的なつきあい
（届け物の預かり、緊急時の手助けなど）があること

趣味やスポーツ活動

無回答

わからない

その他

特に望むものはない

世代間（青少年と高齢者など）の交流があること

障がい者や老人の手助けなどの福祉活動

イベントや祭り等があること

生活環境（風紀、安全など）を守る活動

0.0％ 20.0％10.0％ 30.0％ 40.0％

5.2%

25.5%

12.1%

1.7%

8.6%

17.7%

15.9%

0.4%

1.3%

自然を守り、環境と
共生するまちづくり
生活環境が整備された

まちづくり
子どもを育てやすい

まちづくり

無回答

その他

安心して住めるまちづくり

働きやすく活力のある
まちづくり

便利なまちづくり

文化の香り高いまちづくり

楽しみの多いまちづくり

0.0％ 20.0％10.0％5.0％ 15.0％ 25.0％ 30.0％

37.7%

11.7%

⑶　地域に対して望むこと

⑷　まちづくりを進める上で特に重点的に実施すべき部門

◎あなたが地域に対して望むことは何ですか。
　次の中から、あなたの考えにあうものを３つ以内で選んでください。

◎上山市のまちづくりを進める上で、何を重点的に実施していくことが望まれますか。
　項目ごとに１つずつ選んでください。
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40.9%

6.5%
12.7%

28.8%
13.4%

9.2%

18.2%
1.1%

2.9%

市がわかりやすい情報の提供に心がける

住民と市が地域課題を共有する

市民団体の活動拠点となる場所を確保する

無回答

わからない

その他

人材の発掘と、リーダーの育成を図る

市民が相互に情報交換し、参画・交流できる機会や
場をつくる

市民と行政の双方向のコミュニケーションを
活発化するための仕組みづくりをする

市民の主体的な地域づくりを支援するための
制度づくりをする

0.0％ 20.0％10.0％ 30.0％ 50.0％40.0％

35.1%

60.2%

29.0%
30.6%

36.4%
12.8%

1.0%
7.0%

1.3%

あいさつを交わす程度のつきあい

趣味が同じ気の合う人とのつきあい

地区会、子ども会など地域の組織を通じたつきあい

無回答

わからない

その他

近所の人とはあまりつきあわない

子育てやお年寄りの世話などで助け合えるつきあい

地域での問題について相談したり
協力したりするつきあい

32.7%

37.5%

9.7%
57.2%

52.8%
28.8%

34.1%
17.4%

1.4%
4.0%

0.4%

できるだけ仕事を続ける

生涯を通じて学習を続ける

ボランティア活動や地域の活動をする

無回答

わからない

その他

孫の面倒をみて過ごす

友人や近所の人たちとのつきあいを楽しむ

旅行を楽しむ

趣味やスポーツをする

0.0％ 20.0％10.0％ 30.0％ 50.0％40.0％ 70.0％60.0％

0.0％ 20.0％10.0％ 30.0％ 50.0％40.0％ 70.0％60.0％

テレビなどを見ながらのんびり過ごす

13.6%

⑸ 「協創のまちづくり」をさらに進めるために必要なこと

⑹ 地域での近所づきあいの希望

◎「協創のまちづくり」を今後、さらに進めるためには、何が必要だと思いますか。
あなたの考えにあうものを２つ以内で選んでください。

◎あなたは、地域でどんなつきあいをしたいと思いますか。
次の中から、あなたの考えにあうものを３つ以内で選んでください。

⑺ 高齢期の過ごし方の希望
◎あなたは、高齢期をどのように過ごしたいと思いますか。
次の中から、あなたの考えにあうものを３つ以内で選んでください。
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◆目　　的：基本構想における将来都市像の検討材料となる市民意見の確認
◆日　　程：第１回令和５年６月21日
　　　　　　第２回　　　　６月28日
◆参加者数：65人

地域外から訪れたくなる魅力的な文化・芸術活動があると思う

にぎわいや活気があるまちだと思う

治安が良く、安心して暮らせるまちだと思う

子どもが元気に遊べている地域だと思う

地域のために地域外の人たちとも連携した取組をしたいと
思っている人が多いと思う

住んでいる地域をより良くしたり、
盛り上げたりする活動に参加している人が多いと思う

行政の様々な取組に何らかの形で参画している人が多いと思う

行政は身近な存在だと思う

住んでいる地域にこれからも住み続けたいと思う

心が安らぐ場や機会があると感じている人が多いと思う

75.0％ 25.0％

25.0％ 75.0％

100.0％ 0.0％

66.7％ 33.3％

16.7％ 83.3％

8.3％ 91.7％

16.7％ 83.3％

50.0％ 50.0％

75.0％ 25.0％

91.7％ 8.3％

0％ 50％ 100％

NOYES

⑴　第１回　開催概要
　12班にわかれて地域の現状に関する問いが記載されたカードを用いて意
見交換を行った上で、班ごとに「YES」「NO」の択一による見解を集約した。

７　かみのやま☆未来市民会議の開催結果
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まちが元気の源 高齢者がイキイキ、安全安心、文化の香りがするまち、農業が元気！、子育てがし
やすい、多世代でにぎわう場所がある、農産物のブランド化、利便性の良いまち、
気軽な温泉施設、人気観光地

①

誰もが何にでもチャレ
ンジできるまち

豊かな心の人がたくさんいるまち、にぎわいのある商店街、温泉をいかす、支援の
充実したまち、あいさつができる観光地、大地の恵みを活かしたまち、大人の遊べ
るまち

⑧

Ｙ（ワイワイ）Ｇ（ガヤガ
ヤ）Ｐ（ピンピン）30,000
のまち

ランドマーク、多世代のつながり、教育、子育て、街のブランド、利便性、コンセプト、
温泉、まちのにぎわい

⑨

落ちつきとにぎわいが
共生するまち

農業の活性化、発信、落ち着きとにぎわいの共生、人口増②

光りかがやく上山 交流、子育て応援上山、商店街、めざせ有名温泉街、上山城、安心・便利なくらし、食、
自然を活かしたまちづくり

③

推したくなるまち 情報発信、暮らしやすさ、子育て・教育、にぎわい、推し活、就活、ワクワク（わくわく）
なまち、地域ブランド、若者の活躍

④

トキメキいろどりのまち イベント、城下町、グルメ、農業、自然、エンタメ、アダルト、アート、まち作り、
U-20、収入、ワクワク、安心、外国

⑥

魅力に気づき市民が誇
れるまち

健康自慢、市民が誇れるまち、未来を描けるまち、暮らしやすいまち、かみのやま
ブランド、活気のあるまち、若い世代が戻って来れる

⑦

（記載無し） 自然、文化、場所、温泉、人、まち並、観光、若者、デジタル、医療⑤

みんなが笑顔で暮らせ
るまちかみのやま

地域の絆、暮らしやすさ、若者のアイデア実現、豊かな自然と季節感、温泉満喫、
豊かな伝統文化、果樹王国、まちの活性化

⑩

人々の声が響き合う
まち

まちのにぎわい、観光・娯楽の充実、医療福祉健康、スポーツ、発信、少子化対策、
魅力（おもしろい）、環境

⑫

みんなが主人公のまち ブランド、文化、エンタメ、にぎわい増加、特権⑪

班 キャッチフレーズ 主なキーワード

⑵　第２回　開催概要
　第１回と同様、班ごとに「10年後の上山」をテーマにグループワークを
行った。キーワードを抽出した上で類似の内容をグルーピングし、最終的
に全体を包含するキャッチフレーズを班ごとに検討した。
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８　基本施策の目標値
◆第１章　笑顔『みんなが笑顔で輝けるまちをつくります』

基本施策名 指　標　名 目標値
（令和９年度）

１－１　子育て 「子育て環境が充実している」と思う市民の割合 100％

１－２　学校教育 「将来の夢や希望をもっている」と回答する児童生徒の割
合 100％

１－３　グローバル社会 「英語が好き」と回答する児童生徒の割合 100％

１－４　学校施設 「児童生徒にとって良好な施設環境だと思う」と回答した
保護者の割合 100％

１－５　社会教育 「どの世代でも学べる環境が整っている」と思う市民の割
合 100％

１－６　文化財・文化芸術 「文化芸術活動が充実している」と思う市民の割合 100％

１－７　障がい者福祉 障がい者が地域で自立して暮らせる割合 100％

１－８　低所得者福祉 生活困窮者等が地域で自立して暮らせる割合 100％

１－９　シティプロモーション 「自分のまちを薦めたい」と思う市民の割合 100％

１－10　国内外交流 「姉妹都市、友好都市等に親しみを感じる」と回答する市
民の割合 100％

１－11　多様性社会 「性に対する無意識な思い込みがない」と思う市民の割
合 100％

◆第２章　元気『ともに支え合い、元気に暮らせるまちをつくります』

基本施策名 指　標　名 目標値
（令和９年度）

２－１　健康 「普段健康だと思う」市民の割合 100％

２－２　スポーツ 「運動やスポーツをする・観る・支えることが好きと思う」
市民の割合 100％

２－３　介護予防 平均要介護期間 　０年

２－４　公的医療保険 特定健康診査受診率 100％

２－５　地域福祉 「福祉について気軽に相談できる環境が整っている」と思
う市民の割合 100％

２－６　高齢者福祉 「いきがいをもって活動・交流している」と思う高齢者の
割合 100％

◆第３章　挑戦『みんなが挑戦できるまちをつくります』

基本施策名 指　標　名 目標値
（令和９年度）

３－１　商業 「市内に魅力的なお店がある」と思う市民の割合 100％

３－２　工業 市内製造業の製造品出荷額等 1,200億円

３－３　観光業 かみのやま温泉宿泊者延数 287,000人

３－４　農業 農業産出額 90億円

３－５　人材・雇用 「人材が不足していない」と回答する市内事業主の割合 100％
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◆第４章　持続『安心して暮らせる持続可能なまちをつくります』

基本施策名 指　標　名 目標値
（令和９年度）

４－１　道路 「生活に支障のない道路整備がされている」と思う市民の
割合 100％

４－２　河川 「生活に支障のない河川整備がされている」と思う市民の
割合 100％

４－３　上下水道 「上下水道の環境が整っている」と思う市民の割合 100％

４－４　都市空間 「まちなかが整備され、快適で魅力的な都市空間づくりが
できている」と感じる市民の割合 100％

４－５　公共交通 「市内公共交通が整っている」と感じている市民の割合 100％

４－６　防災・減災 自主防災組織が活動している割合 100％

４－７　消防 全焼火災阻止率 100％

４－８　防犯・交通安全 「犯罪や交通事故が少ない」と感じている市民の割合 100％

◆第５章　快適『快適に住み続けられるまちをつくります』

基本施策名 指　標　名 目標値
（令和９年度）

５－１　自然環境 農地の保全および森林の施業面積 820ha

５－２　生活環境 「大気汚染、水質汚濁、騒音等の公害が少ない」と感じて
いる市民の割合 100％

５－３　地球温暖化 「市の地球温暖化対策の取組が進んでいる」と思う市民
の割合 100％

５－４　循環型社会 「循環型社会が進んでいる」と思う市民の割合 100％
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９　個別計画一覧
No. 計画名 概　要 根拠法令等 計画期間 所管課

1 上山市地域
防災計画

防災力の向上を図り、市
民と行政が連携し災害に
強いまちづくりに取り組
む計画

災害対策基本法 令和５年３月～ 庶務課

2
上山市国土
強靭化地域
計画

国土強靭化に関する施策
を総合的かつ計画的に推
進する基本的な計画

強くしなやかな国民
生活の実現を図るた
めの防災・減災等に
資する国土強靭化基
本法

令和３年４月～
令和８年３月 庶務課

3
上山市人材
育成基本方
針

人材育成の目的、方策等
を明確にした人材育成に
関する基本方針

― 平成18年12月
～ 庶務課

4
上山市定員
適正化計画
（第７次）

職員数を適正に管理し、
効率的・効果的な行政運
営につなげるための計画

― 令和６年７月～
令和10年３月 庶務課

5
上山市特定
事業主行動
計画
（第２次）

女性職員の活躍及び男性
職員の育児休業取得等を
推進するための計画

・女性の職業生活に
おける活躍の推進に
関する法律
・次世代育成支援対
策推進法

令和６年４月～
令和10年３月 庶務課

6
上山市障が
い者活躍推
進計画
（第２次）

障がい者である職員の職
業生活における活躍の推
進に関する取組に関する
計画

障害者の雇用の推進
等に関する法律

令和６年４月～
令和10年３月 庶務課

7
第２期上山
市まち・ひ
と・しごと創
生総合戦略

人口減少対策の核となる
子育て支援、雇用対策、
定住対策等の具体的な施
策を示す計画

まち・ひと・しごと
創生法

令和２年４月～
令和７年３月 市政戦略課

8 上山市国土
利用計画

市民の健康で文化的な生
活環境の確保と市土の持
続可能な発展を図るため
の計画

国土利用計画法 目標年次：
令和12年 市政戦略課

9
上山市過疎
地域持続的
発展計画

持続可能な地域社会の形
成や過疎地域が有する可
能性の実現により、本市
の発展を目指すための計
画

過疎地域の持続的発
展の支援に関する特
別措置法

令和４年４月～
令和８年３月 市政戦略課

10
上山市辺地
に係る総合
整備計画

公共的施設の整備に関
し、辺地とその他の地域
との生活水準を是正する
ための計画

辺地に係る公共的施
設の総合整備のため
の財政上の特別措置
等に関する法律

平成27年４月
～令和７年３月 市政戦略課

11
第２次上山
市男女共同
参画計画

男女共同参画社会を実現
するため、市民・家庭・
地域・事業所等と行政が
協働で取り組む計画

男女共同参画社会基
本法

平成29年４月
～令和７年３月 市政戦略課

12
第２期
上山型温泉
クアオルト
ビジョン

市民の健康増進と交流人
口の拡大の実現に向けた
指針

― 令和６年４月～
令和15年３月 市政戦略課
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No. 計画名 概　要 根拠法令等 計画期間 所管課

13 上山市DX
推進計画

デジタル技術の活用によ
る、市民サービスの向上
と行政事務の効率化等を
進めるための計画

― 令和５年４月～
令和10年３月 市政戦略課

14
上山市公共
施設等総合
管理計画

本市の公共施設等につい
て、老朽化や人口動向等
の変化を踏まえ、最適な
公共施設マネジメントを
行うための計画

公共施設等総合管理
計画の策定にあたっ
ての指針

平成29年３月～
令和８年３月 財政課

15 上山市中期
財政計画

財政収支の中期的な見通
し及び数値目標を示すと
ともに、予算編成及び健
全財政維持への取組の指
針

― 令和６年４月～
令和10年３月 財政課

16
上山市快適
環境基本計
画

快適な環境をめざして、
生活環境の保全や温暖化
の防止など環境施策を推
進していくための指針

環境基本法、上山市
快適環境条例

令和６年４月～
令和14年３月 市民生活課

17

上山市地球
温暖化対策 
総 合 計 画
（区域施策
編・事務事
業編）

国の地球温暖化対策計画
に即して、地方公共団体
が作成する計画であり、
事務事業編と区域施策編
がある。

地球温暖化対策の推
進に関する法律

令和６年４月～
令和13年３月 市民生活課

18
上山市ごみ
処理基本計
画

ごみ処理の現状と長期ビ
ジョンを基にごみの発生か
ら最終処分までの一貫し
た施策を総合的かつ計画
的に推進するため、廃棄物
処理（清掃）行政の基本的
な考え方等を示した計画

廃棄物の処理及び清
掃に関する法律

令和５年４月～
令和15年３月 市民生活課

19
第11次上山
市交通安全
計画

陸上交通の安全に関する
総合的な計画

交通安全対策基本法、
上山市交通安全対策
会議条例

令和３年４月～
令和８年３月 市民生活課

20

上山市高齢
者 福 祉 計
画・第９期
介護保険事
業計画

介護保険事業を円滑に実
施するための計画で、高齢
者福祉計画は、地域福祉の
増進を図るための計画

介護保険法、老人福
祉法

令和６年４月～
令和９年３月 健康推進課

21
湯ったり健
康かみのや
ま21第二次
行動計画

国の「健康日本21」、県の
「健康やまがた安心プラ
ン」の実践計画として市民
の健康づくりの指針となる
計画

健康増進法 平成26年４月
～令和７年３月 健康推進課

22

第３期上山
市 保 健 事
業実施計画
（データヘ
ルス計画）

健康・医療情報を活用し
た効果的かつ効率的な保
健事業の実施を図るため
の計画

国民健康保険法 令和６年４月～
令和12年３月 健康推進課
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No. 計画名 概　要 根拠法令等 計画期間 所管課

23

第４期上山
市国民健康
保険特定健
康診査等実
施計画

40歳以上75歳未満の国民
健康保険被保険者を対象
とし、特定健康診査及び
特定保健指導に関し、そ
の具体的な内容を定める
計画

高齢者の医療の確保
に関する法律

令和６年４月～
令和12年３月 健康推進課

24
第２期上山
市自殺対策
計画

「誰も自殺に追い込まれる
ことのない社会」の実現を
めざすための計画

自殺対策基本法 令和６年４月～
令和11年３月 健康推進課

25
上山市障が
い福祉計画
（第７期）

障害福祉サービスを提供
できるよう、数値目標を
定めサービスの確保のた
めの方策を示した計画

障害者の日常生活及
び社会生活を総合的
に支援するための法
律

令和６年４月～
令和９年３月 福祉課

26
かみのやま
子育て応援
プラン

結婚や妊娠の希望がかな
い、安心して子どもを産
み育て、子どもたちが健
やかに成長できる環境の
実現に向けた少子化・子
育て支援対策を推進して
いくための指針

・子ども・子育て支援
法
・平成26年6月17日
雇児発0617第1号厚
生労働省雇用均等・
児童家庭局長通知
・子どもの貧困対策
の推進に関する法律

令和2年4月～
令和12年3月

子ども
子育て課

27 創業支援等
事業計画

市区町村と創業支援等事
業者（認定経営革新等支援
機関、地域の経済団体、金
融機関、士業、県センター、
NPO 等）が行う創業支援
等事業について市区町村
が策定した計画

産業競争力強化法
令和３年12月
23日～令和８年
３月31日

商工課

28

上山市農村
地域への産
業の導入に
関する実施
計画

農地集積や農村地域の維
持発展を図るため、離農
者、兼業農家等が就業す
る他産業を導入する地区
として、かみのやま温泉
インター産業団地を整備
するための計画

農村地域への産業の
導入の促進等に関す
る法律

令和５年２月～
令和10年３月 商工課

29
上山農業振
興地域整備
計画

農業の健全な発展、優良
な農地の保全や管理のた
め、農用地として確保・
利用する土地を農用地区
域として設定した計画

農業振興地域の整備
に関する法律

平成30年10月
～

農林
夢づくり課

30

農業経営基
盤の強化の
促進に関す
る基本的な
構想

地域において育成すべき
効率的で安定的な農業経
営の指標や農業経営者に
対する農用地の利用目標
等を総合的に定めた構想

農業経営基盤強化促
進法

令和５年９月～
令和９年３月

農林
夢づくり課
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No. 計画名 概　要 根拠法令等 計画期間 所管課

31 上山市森林
整備計画

地域森林計画の対象と
なっている民有林につい
て、伐採、保育その他森
林の整備に関する計画

森林法 平成27年４月～
令和12年３月

農林
夢づくり課

32
上山市鳥獣
被害防止計
画

市内の中山間地域におい
て、鳥獣による農産物等
に係る被害が深刻な状況
にあり、これに対処する
ための計画

鳥獣による農林水産
業等に係る被害の防
止のための特別措置
に関する法律

令和６年４月～
令和９年３月

農林
夢づくり課

33
かみのやま
シティプロ
モーション
活動指針

有効性の高いシティプロ
モーションを繰り返し展
開し、本市の魅力や価値
を浸透させていくための
指針

― 令和４年９月～
観光・
ブランド
推進課

34
第２期上山
市都市マス
タープラン

市民と行政が共有するま
ちづくりの目標を明らか
にし、その実現に向けた
長期的な方針

都市計画法
目標年次：
2031年
（令和13年）

建設課

35 上山市立地
適正化計画

行政と住民や民間事業者
が一体となったコンパク
トなまちづくりを促進す
るための計画

都市再生特別措置法
目標年次：
2031年
（令和13年）

建設課

36
上山市公園
施設長寿命
化計画

本市が管理する都市公園
の安全対策強化とコスト縮
減等のため、維持管理・改
修を行うための計画

社会資本整備総合交
付金交付要綱

令和２年２月～
令和12年２月 建設課

37
第３期上山
市空家等対
策計画

本市の空家等に関する対
策を総合的かつ計画的に
実施するための計画

空家等対策の推進に
関する特別措置法

令和６年４月～
令和10年３月 建設課

38
上山市橋梁
長寿命化修
繕計画

本市が管理する道路橋梁
の長寿命化を図るための
計画

道路メンテナンス事
業補助制度要綱

令和５年４月～
令和10年３月 建設課

39 上山市水道
ビジョン

現状と将来の水需要を予測
し、水道事業の将来像と目
標及びその実現方策を明
示した水道事業の基本計画

― 令和５年４月～
令和15年３月 上下水道課

40
上山市水道
施設整備耐
震化計画

大地震における安定給水
確保のため、水道システム
全体としての耐震性能と安
定供給能力を行う耐震化
計画

― 令和２年４月～
令和11年３月 上下水道課

41
上 山 市 上
水道事業ア
セットマネ
ジメント

持続可能な水道を実現する
ために中長期的な視点に立
ち、効率的かつ効果的に
水道施設を運営するための
計画

― 令和元年４月～
令和41年３月 上下水道課

42
上山市公共
下水道事業
計画

市内の単独公共下水道事
業区域を定め、汚水及び
雨水処理の整備について
目標年次を定めた計画

下水道法 昭和49年４月～
令和13年３月 上下水道課
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No. 計画名 概　要 根拠法令等 計画期間 所管課

43

最上川流域
下水道（山
形処理区）
上山市流域
関連公共下
水道事業計
画

市内の流域関連下水道事
業区域を定め、汚水及び雨
水処理の整備について目
標年次を定めた計画

下水道法 昭和49年４月～
令和13年３月 上下水道課

44
上山市公共
下水道雨水
管理総合計
画

下水道による浸水対策を実
施する上で、当面・中期・長
期にわたる下水道による浸
水対策を実施すべき区域
や目標とする整備水準、施
設整備の方針等の基本的
な事項を定めた計画

下水道法 令和２年４月～ 上下水道課

45
上山市公共
下 水 道 ス
トックマネジ
メント計画

下水道施設のリスク評価を
踏まえ、施設管理の目標や
長期的な改築対策を講じる
ための計画

下水道法 令和６年４月～
令和11年３月 上下水道課

46
上山市生活
排水処理基
本計画

市内の生活排水処理対策
を定めた計画

廃棄物の処理及び清
掃に関する法律

平成３年４月～
令和８年３月 上下水道課

47 上山市耐水
化計画

上山市浄水センターの耐
水化対策を定めた計画 下水道法 令和３年４月～ 上下水道課

48
農業集落排
水施設維持
管理適正化
計画

農業集落排水施設の維持
管理を定めた計画 ― 令和６年４月～

令和11年３月 上下水道課

49 上山市消防
計画

消防防災活動の計画的な
推進と体制を強化し、水
火災、地震等における市
民の安全・安心を図るた
めの計画

消防組織法、市町村
消防計画の基準 平成20年３月～ 消防本部

50
上山市教育
振興基本計
画

教育基本法第17条第２項
に規定する地方公共団体
の振興のための施策に関す
る基本的な計画

教育基本法 令和６年４月～
令和14年３月 管理課

51
上山市立小
・中学校統
廃合実施計
画（案）

少子化の中で、より望まし
い教育環境を実現するた
め、学校の適正配置の将来
像を示した計画

― 平成21年11月～ 管理課

52
上山市学校
施設長寿命
化計画

長寿命化対策を計画的に
行い、学校施設を適正に維
持管理するための計画

― 令和２年４月～
令和43年３月 管理課
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No. 計画名 概　要 根拠法令等 計画期間 所管課

53
第２次上山
市子ども読
書活動推進
計画

一人ひとりの子どもが自主
的に読書に親しみ、読書週
間を身に付けることができ
る環境づくりを目指し、施策
を総合的に推進するための
計画

子どもの読書活動の
推進に関する法律

令和２年度～
令和６年度 学校教育課

54
上山市放課
後子どもプ
ラン事業計
画

子どもたちの安全・安心な
居場所を確保し、様々な学
習や体験活動を通し、健全
育成を図る計画

― 平成19年12月
～ 生涯学習課

55
史跡羽州街
道楢下宿金
山越保存活
用計画

史跡の適正な保存及び活
用に管理団体や所有者等
が組織的に取り組むための
計画

文化財保護法 平成31年４月～
令和11年３月 生涯学習課

56
アスリート
ヴィレッジ
整備構想

蔵王坊平アスリートヴィ
レッジの施設整備の具体化
に向けての総合的かつ基本
的な方針を示した指針

― 平成６年３月～ 生涯学習課

57
上 山 市 ス
ポーツ推進
計画

「スポーツに親しみ健康で
元気なまち」のスローガン
のもと、市のスポーツを推
進するための計画

スポーツ基本法 平成27年６月～
令和７年３月 生涯学習課
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